









研 究 報 告
第22号
プ ロメテ ウスの 火 とE.T.A.ホ フ マン の『G.町 の ジェズイット教 会 』… ・・ 土 屋 京 子(1)
子 どもへ 向 け る 視 線 藤 原 美 沙(19)
― ア イヒェン ドル フ の2篇 の 詩 より―
DasVerschwindenderDifferenzierunginderTodes-
gemeinschaftinRichardWagnersTristanundIsolde-・「-a(35)
「セ セ ッシ ョン 」か ら「分 離 派 」へ 浅 井 麻 帆(59)
一 日本 のWienerSecession受 容 史 にお ける訳語 の変 遷 につ い て一
ア ン ネ マ リー ・シ ュ ヴ ァル ツ ェン バ ハ に お け る反 ナ チ ス 武 田 良 材(91)
一 工 一 リカ 、クラウス ・マ ン 、そ して 山 との 関 係 ―
異 教 の 神 ペ ル ー ン とサ ル マ チ ア 永 畑 紗 織(113)
一 ボ ブ ロフ スキ ー の 短 編 『異 教 徒 た ち の 至 福 』に つ い て―
ドイツ に お ける 「ドイ ツ-ト ル コ」二 言 語 教 育 菅 利 恵(133)
一 複 言 語 主 義 とドイツ 語 教 育 の は ざ ま で一
〔翻 訳 〕
BID『 図 書 館 が 良 い21の 理 由 』 伊 藤 白 訳(145)
〔書 評 ・文 献 紹 介 〕
UrsulaRenner?ieZauberschriftderBilder".








大川 勇:あ る深層の物語の読解 一 ムージ
ルの『特性のない男』研究のための序説
金子 孝吉:リ ルケの詩『偶像』について






松村 朋彦:心 理学と小説のあいだ 一 カー
ル ・フィリップ ・モーリッツ『アントン・ライ
ザー』とその周辺
大川 勇1千 年王国を越えて 一 ムージルの
『特性のない男』における〈別の状態〉の行
方













友 田 和秀:『 魔の山』試論 一 主人公ハンス・
カストルプの形姿をめぐって
第4号(1990)
津田 保夫:『 ヴァレンシュタイン』試論 一 ネメ
シスの悲劇の観点から
千田 春彦:フ ライダンクの『ベシャイデンハイ
ト』研 究のために ― 三っの《はざま》をて
がかりとして





















千 田 春彦:デ ア・シュトリッカーの『閉じ込めら
れた女房』について ― 物語の重層構造
の目指すもの
福 田 覚:自 然模倣説における真理媒介の構
造(1)一 レッシング〈詩学〉に潜在する模
倣説の輪郭








吉田 孝夫:時 間の渦 ―R・M・ リルケ『新詩
集』の数篇から
片桐 智明:ヨ ーゼフ・ロートの『右と左』 一 二
っの方向
第8号(1995)
濱中 春:シ ラーの『マリア・ストゥアルト』一 二
人の女王のドラマ
中村 直子:分 離動詞の認定をめぐる諸問題






片 桐 智 明:ヨ ーゼフ・ロー トの『百 日天
下』lヨ ーゼフ・ロートのワーテルロー
飛鳥井 雅友:「 胸は張り裂け」― ゴットフリー
ト・ベンの場合
第10号(1997)
濱 中 春:シ ラーの『適遥』における風景をめ
ぐって 一 風景の補償モデルとその矛盾
吉 田 孝夫:ロ ーベルト・ヴァルザーにおける寓
話性(1)一 散文小品『通り(D』について








國 重 裕:ク リスタ ・ヴォル フ『クリスタ ・Tへ の 追
想 』に つ いて 一 そ の語 りの 構 造
飛 鳥 井 雅 友:ゴ ットフリー ト・ベ ン にお ける く拝
情 的 自我 〉概 念 の 登 場 をめぐって
第12号(1999)
片 岡 宜 行:ド イツ語 の 与 格 と空 間 補 足 語 につ
い て
吉 田 孝 夫1ロ ー ベ ル ト・ヴァル ザ ー の 絵 画 描 写
に つ い てlエ クプ ラシスの観 点 か ら
片 桐 智 明:ハ イミー ト・フォン ・ドー デ ラー 四 十









吉 田 孝 夫:ロ ー ベ ル ト・ヴァル ザ ー に お け る通
俗 小 説 とメル ヘ ンの 再 話 に つ い てl対
句 法 に 関 す る試 論
第14号(2000)
廣 川 智 貴=文 体 論 の 理 論 と実 践lク ライス
トの 『ロカル ノの女 乞 食 』を例 に して
佐 々 木 茂 人:カ フカ の 作 品 にお け る歌 の モ
テ ィー フl『 歌 姫 ヨゼ フィー ネ 、あ るい は
ネ ズミ族 』を中 心 に
國 重 裕:オ ー ス トリア小 説 に見 る《家 族 ドラマ》


























池田 晋也:描 かれた劇場lシ ュニッツラー
の短篇『侯爵様御臨席』
伊藤 白:ゼ ゼミ・ヴァイヒブロート― 『ブデン
ブローク家の人々』における女性像とキリス
ト教





廣川 智貴:主 語の文体論 一 クライストの『決
闘』を中心にして
熊谷 哲哉:言 葉をめぐるたたかい ― シュ
レーバーと雑音の世界




川 島 隆:『 万 里 の長 城 』にお け る「男 性 」と「労
働 」の位 置 ― カ フカの シオ ニ ズム理 解 を
手 が か りに
伊 藤 白:白 い ドレスの ロッテlト ー マス ・マ
ン『ワイマー ル の ロッテ』にお け る女 性 像
武 田 良材:道 徳 的 な女 た らし 一 ヘ ル マ ン ・
ケステン文 学 の モラリスト像
國 重 裕:現 代 文 学 は 「歴 史 」を 語 りうる
か?lKatrinAskan(1966～)に見 る
DDR文 学の 現 在
書 評 ・文 献 紹 介
第19号(2005)
青 木 三 陽:手 紙 を 書 く騎 士l『 パ ル ツィ
ヴァー ル 』に お ける 「学 識 」と「書 物 」の 意 味
に つ いて
樋 口 梨 々 子:文 学 創 作 へ の 萌 芽 としての 音
楽 美 学 ―E.T.A.ホ フマ ン の 短 編 『ドン ・
フアン』試 論
寺 井 紘 子=ホ ー フマ ンスター ル 文 学 にお ける
生 と絵 画
浅 井 麻 帆:ウ ィー ン分 離 派 館 とヨー ゼ フ ・マ リ
ア ・オ ル ブリヒ ― 時 代 と分 離 派 が求 め た合
目的 性
熊 谷 哲 哉;結 び 目として の神 経 一 シュレー
バ ー にお ける宇 宙 と身 体
池 田 あ い の:手 紙 論 としての 手 紙 ― カフカ
の 恋 文 をめ ぐつて
伊 藤 白:シ ョー シ ャ夫 人 は 美 しい か ― トー
マ ス・マン『魔 の 山 』にお ける女 性 像 と凍 」
池 田 晋 也:ジ ャズ ア レ ン ジ され るヨー ロッ
パ ー ハ ンス・ヤノヴィッツの 小 説 『ジャズ』
武 田 良 材:モ ラリストへ の成 長lヘ ル マ ン ・
ケステン 文学 の モ ラリスト像 そ の 二
書 評 ・文 献 紹 介
l175―
第20号(2006)
青木 三 陽:歴 史とフィクションの 狭 間
でlヴ ォルフラムの「原典言及」をめぐつて
樋 口 梨々子:E.T.A.ホ フマンの『新旧の教会
音楽』一 「ロマン主義的なもの」との関連
において
伊藤 白:フ ロイライン・エンゲルハルトー トー
マス・マン『魔の山』における女性像と「同性
愛」
廣川 香織 ハ リー ・ハラーの痛む足 一 ヘル
マン・ヘッセの『荒野のおおかみ』における
身体について
池 田 晋 也:文 学的 ジャズ表 象 の諸 形
態 一 ブルーノ・フランクとフェーリクス・
アーノレマン




寺井 紘子:芸 術と芸術家 ― ホーフマンス
タールとリルケの場合
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 TSUCHEYA Kyoko 
Das Feuer des Pmmetheus und Die Jesuiterkirche in G. von E.T.A. Hoffinami • • • (1) 
FUJIWARA Misa 
Der Blick auf die Kinder 
— Versuch über zwei Gedichte Eichendorffs ...........................................(19) 
YAMAZAKI Asuka 
Das Verschwinden der Differenzierung in der Todesgemeinschaft 
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ASAI Maho 
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Der antinazistische Widerstand vonAnnemarie Schwarzenbach 
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NAGAHATA Saori 
Perun und Sarmatien 
— Über Bobmwskis Erzählung „Die Seligkeit der Heiden" ...............................(113) 
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BID : 21 gute Gründe für gute Bibliotheken [ITO Mashim]..............................(145) 
(Rezensionen) 




研 究 報 告 第22号
非 売 品
2008年12月 発行
発 行所 京 都 大 学 大学院 独文 研 究室 研 究報告 刊行 会
〒606-8501京 都市左 京 区吉 田本 町
京都 大学 文 学部 内
TEEO75―753-2826
郵 便振 替01060―2―38520
印刷 所 北斗 プリント社
〒606lO864京 都 市左 京 区下鴨 高木 町38-2
